
７．減損処理について
\ 減損を認識した固定資産
{ 減損を認識した固定資産の概要 （単位：円）

用 途 種類 場 所 帳 簿 価 額

福 利 厚 生 施 設 建物 天水山職員宿舎
（広島県広島市東区牛田新町４丁目）

5¶054¶546

福 利 厚 生 施 設 土地 天水山職員宿舎（敷地）
（広島県広島市東区牛田新町４丁目）

159¶000¶000

課 外 活 動 施 設 土地 医学部ヨット部艇庫
（広島県廿日市市地御前５丁目）

31¶000¶000

課 外 活 動 施 設 土地 臨海実習施設
（広島県江田島市沖美町岡大王字鎌田）

18¶600¶000

| 減損の認識に至った経緯
固定資産の全部について、使用しないという決定を行ったため、減損を認識しました。

} 減損額のうち損益計算書に計上した金額と計上していない金額は以下のとおりです。
（単位：円）

場 所 種類 減 損 額 うち損益計算書に計
上した金額

うち損益計算書に計
上していない金額

天 水 山 職 員 宿 舎 建物 5¶054¶545 ` 5¶054¶545

天水山職員宿舎（敷地） 土地 57¶000¶000 ` 57¶000¶000

医学部ヨット部艇庫 土地 14¶330¶000 ` 14¶330¶000

臨 海 実 習 施 設 土地 12¶060¶000 ` 12¶060¶000

] 翌事業年度の特定の日以降使用しない決定を行った固定資産
{ 翌事業年度の特定の日以降使用しない決定を行った固定資産の概要 （単位：円）

用 途 種類 場 所 使用しなくなる日

医 療 施 設 建物 研究棟Ａ（病院）
（広島県広島市南区霞１丁目２番３号）

平成25年９月

医 療 施 設 建物 外来診療棟
（広島県広島市南区霞１丁目２番３号）

平成25年９月

医 療 施 設 建物 第一中央診療棟
（広島県広島市南区霞１丁目２番３号）

平成25年９月

| 使用しない決定を行った経緯及び理由
霞地区の再開発により、当該建物の機能を新たに建設する新診療棟に移転することとなり、
従来の診療目的より教育・研究施設へ用途変更する決定がなされました。

} 将来の使用しなくなる日における帳簿価額、回収可能サービス価額及び減損の見込額
（単位：円）

場 所 種類 帳 簿 価 額 回収可能サービス価額

研 究 棟 Ａ （病 院） 建物 686¶581¶852 `（※）

外 来 診 療 棟 建物 435¶072¶364 `（※）

第 一 中 央 診 療 棟 建物 458¶158¶469 `（※）

（上記金額は附属工作物を含む）
※ 当該資産の具体的な用途の確定は翌事業年度以降に行われるため平成25年３月31日現在におい
て用途変更後の使用が想定されていない部分の割合を算出・評価することは困難です。このため
将来使用しなくなる日における回収可能サービス価額及び減損見込額については評価不能と判断
しております。

［重要な債務負担行為］ （単位：円）

契 約 内 容 契約年月日 契約金額 竣工又は納入期限

ハイブリッド手術対応型血管Ｘ線撮影シ
ステム

平成24年10月３日 199¶447¶500 平成25年７月31日

磁気共鳴断層撮影システム 平成24年12月６日 241¶500¶000 平成25年７月31日
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~ 回収可能サービス価額については、以下のとおりです。
天水山職員宿舎及び医学部ヨット部艇庫、臨海実習施設の土地については正味売却価額を採
用し、不動産鑑定士による鑑定評価金額に基づき算定しております。
天水山職員宿舎の建物については、解体を予定しているため、回収可能サービス価額は、備
忘価額としております。

［損益計算書関係］
１．国立大学法人等の法人移行時に係る固有の会計処理
当期総利益のうち、法人移行時における固有の会計処理に起因するもの

\ 国からの承継時において、附属病院の建物、構築物等の時価評価等により、借入金見合いの資
産の額が、当該借入金に係る債務負担額を下回っていたこと等によるもの
附属病院に関する借入金の元金償還額 1¶324¶501¶162円
当該借入金により取得した資産の減価償却費 1¶055¶044¶660円
当期総利益に与える影響額（差引き） 269¶456¶502円

] 国立大学法人等が獲得した附属病院収益と診療機器等に係る減価償却費見合いの資産見返物品
受贈額戻入が二重になっていることによるもの
法人移行時に国から承継した資産見返物品受贈額のうち、対応する資産の減価償却費が診療経
費に分類されるものに関する資産見返物品受贈額戻入額 2¶950¶494円
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272¶406¶996円
［キャッシュ・フロー計算書関係］
１．資金の期末残高の貸借対照表科目別の内訳

現金及び預金 2¶745¶839¶045円
２．重要な非資金取引

ファイナンス・リースによる資産の取得 41¶739¶750円
当事業年度に新たに計上した資産除去債務の額 14¶396¶461円
現物寄附による資産の取得 594¶592¶007円
資産の交換 371¶000¶000円
資産の交換は、東千田地区の土地交換における譲渡価額を記載しております。

［国立大学法人等業務実施コスト計算書関係］
１．国又は地方公共団体からの出向職員に係る引当外退職給付増加見積額 53¶346¶142円
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